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福
沢
諭
吉
先
生
　
殿

　
拝
啓

　
天
に
お
わ
し
ま
す
先
生
に
一
筆
謹
ん
で
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
ぐ
る
年
、
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
の
節
目
に
臨
み
ま
し
て
、
私
共
は
御
著
『
西
洋

事
情
』を
最
新
の
情
報
技
術
を
用
い
て
復
刻
出
版
い
た
し
ま
し
た
。国
際
的
に
多
く
の
方
々

の
御
協
力
・
賛
同
を
得
た
上
、
と
く
に
先
生
の
曾
孫
さ
ん
に
当
た
る
福
沢
武
君
（
執
筆
当

時
・
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
長
・
三
菱
地
所
株
式
会
社
第
五
代
社
長
を
経
て
現
在
同
社
相

談
役
）
が
「
新
序
文
」
を
寄
せ
ら
れ
、
持
説
の
「
第
三
の
日
本
開
国
こ
と
始
め
」
を
草
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
激
至
極
で
す
。
む
ろ
ん
、
第
一
回
目
は
先
生
が
明
治
維
新
前
後

に
火
を
つ
け
た
一
貫
し
た
開
国
論
で
す
。
先
生
は
ご
存
知
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は

大
き
な
戦
い
に
敗
れ
「
敗
戦
開
国
期
」
と
い
う
妙
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
忘

れ
も
し
な
い
、
教
訓
の
深
か
っ
た
筈
の
第
二
の
日
本
開
国
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
三
の
開
国

と
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
の
中
に
あ
っ
て
、
一
国
独
立
を
超
え
て
世
界
の
平

和
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
先
導
者
の
役
割
を
果
す
気
概
を
持
つ
時
代
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
二
十
一
世
紀
の
目
標
の
一
大
柱
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
人
は
、
往

年
の
先
生
の
勇
気
に
再
度
学
ぼ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
国
内
に
あ
っ
て
は
、
上
州
人
と
し

て
勝
負
し
た
い
。
国
を
出
た
か
ら
に
は
日
本
人
と
し
て
勝
負
し
た
い
。
国
際
人
を
志
向
し

た
い
、
と
。
新
編
に
は
、
小
生
も
四
〇
頁
ほ
ど
の
解
説
を
編
み
ま
し
た
。
い
さ
さ
か
で
も
、

先
生
を
理
解
す
る
上
で
、
読
者
の
参
考
情
報
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
十

冊
を
全
三
巻
に
纏
め
た
次
第
で
す
が
、
原
装
は
極
力
活
か
し
ま
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
洒
落
た
試
み
と
し
て
は
、
慶
應
の
ス
ク
ー
ル
・
カ
ラ
ー
（
三
色
旗
）
の
ブ
ル
ー
・
レ

ッ
ド
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー
の
紐
三
本
を
「
栞
」（
し
お
り
）
と
し
て
付
け
読
書
の
便
を
計

り
ま
し
た
。
簡
単
に
云
え
ば
、
常
備
の
紐
状
の
栞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
原
文
・

原
装
の
雰
囲
気
・
環
境
の
な
か
で
愛
読
し
て
行
く
こ
と
が
、
最
も
望
ま
れ
る
姿
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
研
究
・
教
育
の
イ
ン
フ
ラ
造
り
は
、
私
共
の
主
張
で
あ
り
主
義
で
あ
り

夢
で
あ
り
ま
す
。「
永
久
保
存
版
」
の
理
想
を
掲
げ
て
企
画
・
実
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
先
生
が
天
に
逝
か
れ
ま
し
た
の
が
一
九
〇
一
年
二
月
で
満
六
十
六
歳
で
し
た
。
今
や
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
飛
躍
的
に
延
び
ま
し
た
。小
生
で
さ
え
古
希
の
旅
路
を
越
え
ま
し
た
。

こ
の
御
手
紙
で
は
先
生
亡
き
後
の
慶
應
義
塾
や
日
本
の
国
情
等
々
を
綴
り
、
最
後
に
小
生

の
自
己
紹
介
を
も
兼
ね
た
内
容
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
慶
應
義
塾
は
一

私
学
の
枠
を
は
る
か
に
超
え
、
日
本
は
「
極
東
の
島
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
脱
し
、
産
業
・

特
別
エ
ポ
ッ
ク
・
レ
タ
ー
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社
会
・
文
化
を
中
心
に
世
界
を
先
導
す
る
立
場
に
成
長
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
国
造
り
に

一
定
の
成
功
を
収
め
た
が
故
に
、幾
多
の
課
題
と
困
難
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

慶
應
義
塾
は
一
五
〇
周
年
記
念
祭
を
前
後
し
て
教
育
設
備
と
環
境
を
改
善
・
充
実
さ
せ
、

『
福
澤
諭
吉
事
典
』
や
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
を
記
念
出
版
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
慶
應
学
院
（
一
九
九
〇
年
創
立
・
英
名
：K

eio A
cadem

y 
of N

ew
 Y

ork

）
を
創
設
し
て
、
伝
統
と
精
神
を
継
承
し
、
未
来
を
先
導
す
べ
く
躍
進
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
部
門
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
六
、
十
学
部
、
十
四
研
究
科
（
大
学
院
）

の
規
模
に
達
し
、
高
校
五
、
中
学
三
、
小
学
校
一
校
と
い
う
規
模
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

充
実
し
た
海
外
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
ん
で
、
こ
れ
は
慶
應
義
塾
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
謹
ん
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
先
生
の
お
葬
式
は
、
お
約
束
通
り
そ
れ
は
質
素
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
が
、
会
葬
者
は
有
に
一
万
五
千
を
越
え
行
列
の
先
頭
が
麻
布
山
に
至
り

し
頃
、
漸
く
最
後
の
列
が
三
田
の
山
を
出
た
程
だ
っ
た
と
、
歴
史
に
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
逝
か
れ
て
数
年
後
に
明
治
時
代
は
終
わ
り
、
時
代
は
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
流
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
は
台
湾
・
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
等
に
介
入
し
、
植
民
地

経
営
と
戦
争
状
態
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
日
清
戦
争
に
続
い
て
日
露
戦
争
に
も
大
勝
利
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
日
本
は
米
国
と
真
正
面
か
ら
衝
突
し
、
一
九
四

五
年
に
至
っ
て
軍
事
・
外
交
に
惨
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
に
は
勝
敗
の
行
く
と
こ

ろ
が
簡
単
に
お
解
か
り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
原
子
爆
弾
と
云
う
核
兵
器
も
広
島
と
長

崎
に
世
界
で
は
じ
め
て
投
下
さ
れ
、
こ
の
新
型
爆
弾
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
と
多
数
の
死

傷
者
が
出
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
を
境
に
日
本
の
政
治
・
文
化
・
社
会
は
、
戦
前
と
戦
後

と
い
う
よ
う
に
歴
史
や
事
象
が
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、明
治
の
欽
定
憲
法
に
代
っ
て
、

「
日
本
国
憲
法
」
も
米
国
の
指
導
で
新
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
じ
て
、
先
生
の
主
張
さ
れ

て
き
た
、
民
主
・
自
由
・
平
等
・
独
立
自
尊
が
日
常
レ
ベ
ル
の
価
値
観
と
し
て
浮
上
し
て

い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
三
月
の
こ
の
時
点
で
、未
曾
有
の
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
、

こ
れ
か
ら
は
歴
史
や
思
想
や
年
表
が
「
災
前
」
と
「
災
後
」
と
い
う
よ
う
に
区
分
さ
れ
て

行
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
き
過
ぎ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
、
市
民
の
生
活
や
思
考
が
そ
の
日
を

境
に
、
激
変
・
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
か
の
世
相
と
景
観
で
す
。

　
謹
ん
で
教
育
界
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す
と
、
後
世
の
も
の
は
、
先
生
と
中
村
敬
宇
と
新

島
襄
を
万
世
の
三
傑
と
呼
ん
で
尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。
惟
う
に
、
そ
の
後
を
継
い
だ
巨
人

と
し
て
小
泉
信
三
君
の
名
を
挙
げ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
小

泉
君
こ
そ
は
先
生
の
精
神
を
最
も
厳
密
に
引
き
継
い
だ
人
物
と
云
え
ま
し
ょ
う
。「
人
好

き
な
と
こ
ろ
」
や
、
公
的
に
窮
し
て
も
「
ユ
ー
モ
ア
を
愛
す
る
と
こ
ろ
」
は
、
先
生
と
瓜

二
つ
。
側
近
は
そ
の
よ
う
に
評
価
し
て
参
り
ま
し
た
。
親
子
し
て
塾
長
を
歴
任
し
た
稀
な

ケ
ー
ス
で
す
ね
。
小
泉
君
は
先
生
の
「
天
皇
観
」
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
或
る
論
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評
記
事
に
所
感
を
寄
せ
た
原
稿
と
私
信
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
文
・
直
筆
は
、
只
今
小

生
が
「
宝
物
」
と
し
て
保
管
中
で
す
。
モ
ノ
も
貴
重
品
で
す
が
、
発
信
動
機
と
そ
の
内
容

や
宛
先
に
共
鳴
い
た
し
ま
す
。
大
御
所
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、
た
と
え
相
手
が
中
学
生
で

あ
っ
て
も
、
時
間
的
に
間
髪
を
入
れ
ず
に
丁
寧
な
返
信
を
寄
せ
る
思
考
構
図
が
見
ら
れ
、

小
生
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
小
泉
君
は
現
平
成
天
皇
陛
下
の
皇
太
子
時
代
に
、御
進
講
役（
東

宮
御
教
育
常
時
参
与
）で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
先
、小
泉
君
は
戦
前
の
慶
應
義
塾
々

長
時
代
の
一
九
三
六
年
八
月
に
、
世
界
一
の
名
門
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
三
〇
〇
年
記
念
祭
祝

賀
会
に
招
待
を
受
け
て
出
席
さ
れ
、
こ
の
と
き
の
ホ
ス
ト
先
へ
の
持
ち
寄
り
お
土
産
が
リ

ヤ
カ
ー
一
台
分
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
小
泉
君
は
同
月
二
十
一
日
午
後
に
横
浜
港
か
ら
日
本

郵
船
会
社
の
龍
田
丸
で
出
帆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
当
然
と
云
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
の
中

に
御
著
『
西
洋
事
情
』
一
式
と
そ
の
木
版
々
木
二
枚
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
後
者
は
、

『
西
洋
事
情
』
の
巻
の
二
、
内
容
的
に
は
「
亜
米
利
加
合
衆
国
」
の
章
節
記
述
に
相
当
す

る
部
分
で
し
た
。
こ
れ
ら
『
西
洋
事
情
』
原
本
と
版
木
は
、
七
十
五
年
を
経
た
現
在
で
も

同
大
学
図
書
館
で
「
貴
重
書
」
に
指
定
さ
れ
大
切
に
保
管
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
泉
君
の

慧
眼
は
今
日
で
も
随
所
に
残
り
、
ま
た
語
り
継
が
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
生
誕
一
二
〇
年

記
念
の
「
小
泉
信
三
展
」
が
慶
應
義
塾
図
書
館
（
現
在
で
は
旧
館
と
呼
称
・
本
来
の
図
書

館
主
要
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
を
新
館
に
移
す
）
等
で
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
も
御
観
覧
・
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
昔
の
言
葉
で
云
え
ば
、「
天
覧
」
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
先
生
の
『
西
洋
事
情
』
と
『
学
問
の
す
す
め
』
は
毎
編
の
売
り
高
が
二
十
万
部
余
と
聞

き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
両
者
の
間
で
一
位
に
な
っ
た
り
、
逆
転
と
な
っ
た
り
し
て
売

れ
行
き
と
人
気
が
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
小
生
は
こ
れ
ま
で
御
著
の
内
容
や
影
響
力

に
魅
了
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
至
っ
て
、
御
著
の
出
版
が
当
時
の
真
に
落
陽
の

「
紙
価
」
を
高
め
、
日
本
紙
業
界
の
浮
上
に
繋
が
っ
た
と
い
う
研
究
視
点
に
巡
り
合
い
、

こ
れ
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
昨
今
は
先
生
の
時
代
か
ら
見
る
と
、
様

変
わ
り
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、出
版
界
の
み
な
ら
ず
日
本
は
人
心
も
自
然
も
大
荒
れ
で
す
。

で
も
、
た
と
え
良
貨
は
悪
貨
に
駆
逐
さ
れ
よ
う
と
も
、「
良
書
」
だ
け
は
確
実
に
次
世
代

に
受
け
継
が
れ
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
日
本
で
は
一
九
五

八
年
か
ら
一
万
円
の
日
本
銀
行
券
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
表
に
は
「
聖
徳
太
子
」
の
肖
像
が

刷
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
時
代
を
迎
え
、
一
九
八
四
年
か

ら
今
度
は
先
生
の
肖
像
が
一
万
円
紙
幣
に
印
刷
さ
れ
、
今
日
も
全
国
津
々
浦
々
で
親
し
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
誰
も
が
、
競
っ
て
何
枚
で
も
欲
し
が
る
モ
ノ
で
す
。
今
日
の
日
本
銀
行

紙
幣
を
眺
め
心
底
に
感
ず
る
こ
と
は
、一
流
の
文
化
人
の
「
息
」
の
長
さ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
惟
う
に
、
御
著
『
西
洋
事
情
』
は
裏
を
か
え
せ
ば
、
当
時
の
『
日
本
事
情
』
を
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観
る
鑑
（
か
が
み
）
だ
と
思
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
、
御
著
の
内
容
の
殆
ん
ど
が
当
時
日
本

で
は
見
ら
れ
な
い
事
象
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
御
著
の
中
の
「
外
国
交
際
」
の
項
目
は

楽
し
く
拝
読
し
た
次
第
で
す
。
先
生
が
逝
か
れ
て
間
も
な
い
一
九
〇
六
年
の
一
月
に
在
米

日
本
公
館
は
、
在
米
日
本
国
大
使
館
に
昇
格
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
先
生
の
言
葉
で
は

「
ミ
ニ
ス
ト
ル
」
と
な
っ
て
い
る
大
使
（
現
在
で
は
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）
と
主
要
都
市
に
「
カ

ン
シ
ュ
ル
」
が
お
り
ま
す
（
現
在
の
総
領
事
ま
た
は
領
事
）。
斉
藤
博
大
使
と
い
う
稀
代

の
外
交
官
の
雄
弁
も
語
り
草
で
あ
り
ま
す
。
今
や
、
御
著
等
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
を
進

め
て
ゆ
く
と
、
先
生
が
、
自
著
が
部
数
的
に
は
売
れ
て
い
て
も
本
当
に
読
ん
で
理
解
し
て

い
る
人
は
案
外
少
な
い
、
と
い
う
意
味
の
言
説
を
遺
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
現
在

の
世
相
を
見
る
に
つ
け
、
地
上
の
私
共
の
現
況
は
や
や
複
雑
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
八
七
七
年
に
御
著
『
西
洋
事
情
』
を
拝
読
し
、
そ
の
上
で
先
生
と
の
交
際
が
は

じ
ま
っ
た
塚
本
定
次
（
郎
）
さ
ん
の
こ
と
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
人
の
日
記
体
の

書
類
に
は
「
文
久
年
中
定
次
（『
西
洋
事
情
』
を
）
拝
読
し
て
益
あ
り
。
其
後
明
治
十
年

初
て
謁
す
。
此
時
先
生
四
十
四
才
定
次
五
十
二
」。
こ
の
よ
う
に
簡
潔
明
解
な
記
録
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
時
以
来
、
先
生
と
塚
本
家
（
本
家
は
滋
賀
県
五
個
荘
町
・
出
自
は
甲
府
）

の
交
際
は
続
き
、
先
生
か
ら
の
書
簡
が
十
数
通
現
存
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
ら
、
ほ
ん

と
う
に
驚
き
で
ご
ざ
い
ま
す
。
定
次
さ
ん
が
塚
本
商
事
（
ア
パ
レ
ル
商
社
・
文
化
九
年
開

業
・
社
歴
約
二
〇
〇
年
で
現
存
）
の
二
代
目
の
社
長
に
就
任
し
た
際
に
も
、
先
生
は
暖
か

い
お
祝
い
の
書
簡
を
送
っ
て
い
ま
す
し
、
定
次
さ
ん
に
岩
崎
弥
太
郎
（
三
菱
の
創
立
者
）

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
塚
本
家
に
は
先
生
の
写
真
も
残
っ
て
お
り
、
書
き
添
え
部
分
に

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
と
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
先
生
の
逝
か
れ
た
前
の
年
と

い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
写
真
の
裏
に
あ
る
揮
毫
は
、
先
生
の
「
絶
筆
」
で
は
な
い
か
と

囁
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先
生
の
ご
健
康
は
す
で
に
芳
し
く
な
く
、
こ
の
頃
の
本
文
執
筆

は
叶
わ
ず
代
筆
で
あ
っ
た
、
と
い
う
観
察
も
あ
り
ま
し
た
。
定
次
さ
ん
は
先
生
や
勝
海
舟

と
の
交
遊
の
な
か
で
、
経
済
の
真
の
あ
り
方
、
人
と
し
て
の
生
き
様
な
ど
を
学
び
つ
か
ん

で
、
堅
実
な
経
営
姿
勢
を
貫
い
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
塚
本
家
の
家
訓
・
家
法
の

内
容
は
、
と
て
も
重
厚
で
行
き
届
い
た
も
の
で
し
た
。

　
い
ま
、
先
生
の
書
か
れ
た
書
簡
・
葉
書
が
も
っ
ぱ
ら
の
評
判
で
す
。
日
記
や
書
簡
は
、

基
本
的
に
は
公
表
を
予
期
し
な
い
で
書
い
た
も
の
で
す
か
ら
、そ
れ
だ
け
に
ナ
マ
の
情
報
・

心
情
が
し
た
た
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
研
究
者
間
で
重
視
さ
れ
て
い
る
証
言
で
ご
ざ
い
ま

す
。
或
る
人
は
、
先
生
の
書
か
れ
た
書
簡
は
約
一
万
通
と
見
積
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

ま
で
は
ゆ
か
な
く
と
も
、
平
成
十
五
年
に
『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』（
先
生
没
後
百
年
記
念

出
版
事
業
）
と
い
う
書
物
が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
は
二
五
六
四
通
が
収
録

さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
以
降
も
先
生
の
書
簡
類
は
、年
平
均
十
数
通
の
割
り
で「
新
発
見
」
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さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
米
国
宛
の
書
簡
が
数
百
点
も
あ
り
、
直
接
・
間

接
に
御
著
『
西
洋
事
情
』
に
関
わ
る
も
の
も
す
く
な
く
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
各
界
人
と
の
交
際
の
広
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
以
上
の
保
存
・
解
読
等
の
諸

作
業
は
、
一
九
八
三
年
に
創
設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
内
の
「
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が

担
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
御
著
復
刻
発
行
の
段
で
も
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
「
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇

年
記
念
式
典
」
が
横
浜
市
の
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
約
一
万

人
が
集
ま
り
、
先
生
の
提
唱
し
た
「
独
立
自
尊
」
の
精
神
を
今
後
も
貫
く
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
天
皇
・
皇
后
陛
下
も
御
出
席
さ
れ
、
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
別
枠
で

本
状
に
そ
の
全
文
を
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
と
御
覧
く
だ

さ
い
。
奇
遇
に
も
、
只
今
小
生
が
住
ん
で
い
る
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
市
の
郊
外
に
、
陛
下

と
は
ク
ラ
ス
・
メ
ー
ト
の
仲
で
あ
っ
た
科
学
者
が
住
ん
で
お
ら
れ
、
親
し
く
皇
居
や
皇
室

の
お
話
を
伺
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
方
も
今
や
長
逝
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
先
生
の
文
章
と
英
文
原
著
の
照
合
勉
強
は
な
か
な
か
面
白
い
で
す
。
と
い
う
よ
り
、
訳

出
・
新
造
語
創
出
の
際
の
苦
汁
が
、
伝
わ
っ
て
参
り
ま
す
。『
学
問
の
す
す
め
』
冒
頭
に

お
け
る
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
は
、
先
生
の
永
遠
の
言

葉
と
し
て
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
や
は
り
、
亜
米
利
加
の
独
立
宣

言
書
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
先
生
御
自
身
は
明
言
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

せ
ん
が
、「
と
い
へ
り
」
と
文
章
が
続
い
て
い
る
の
で
、〈
ア
メ
リ
カ
辺
り
で
は
広
く
そ
う

云
わ
れ
て
い
る
〉
と
い
う
の
が
真
相
で
し
ょ
う
。
一
七
七
六
年
七
月
四
日
の
独
立
文
書

に
は
、W

e hold these truths to be self-evident, that all m
en are created equal, 

that they are end-ow
ned by their creator w

ith certain unalienable R
ights, that 

am
ong these are L

ife, L
iberty, and the pursuit of H

appiness. 

と
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
「
引
用
」
を
英
語
に
反
訳
す
れ
ば
、It is said that H

eaven 
does not create one m

an above others and another below
, A

s born from
 

H
eaven, all m

en are equal, w
ithout any distinction betw

een noble and base, 
high and low

. 

と
な
り
ま
し
ょ
う
。
ど
う
も
、
先
生
は
、
当
時
の
社
会
的
抵
抗
を
甘
受

し
な
が
ら
、『
西
洋
事
情
』
と
『
学
問
の
す
す
め
』
な
ど
の
御
著
を
中
心
に
、
自
然
法
上

の
人
間
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
や
自
由
や
平
等
を
、
何
ん
と
し
て
も
日
本
に
伝
え
た
か

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
へ
こ
た
れ
ず
、
そ
の
主
張
精
神
が
一
貫
し
て
い
た
こ
と

は
、
私
ど
も
の
胸
を
強
く
打
つ
と
こ
ろ
で
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
課
題
は
『
学
問
の
す

す
め
』
の
冒
頭
有
名
句
が
発
せ
ら
れ
て
約
一
四
〇
年
も
経
っ
た
今
、
道
程
は
ま
だ
半
ば
と
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い
う
の
が
「
世
界
事
情
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
生
が
、
御
著
『
西
洋
事
情
』
を
し
て
福
沢
諭
吉
「
訳
編
」
と
せ
ず
に
「
纂
輯
」
と
し

た
の
に
、
先
生
の
知
恵
と
時
代
色
を
感
じ
ま
す
。
今
で
は
、
註
記
と
か
引
用
文
献
と
い
わ

れ
る
コ
ラ
ム
情
報
が
、
こ
の
書
物
で
は
例
言
・
備
考
・
小
引
の
言
葉
で
各
冊
の
頭
の
方
に

出
て
お
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
よ
り
、
現
在
で
は
先
生
が
本
書
纂
輯
の
際
に
利
用

さ
れ
た
原
著
（
英
文
）
は
ほ
ぼ
完
全
に
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
書
名
や
個
人
名

を
そ
れ
ら
の
発
音
に
従
い
カ
タ
カ
ナ
表
記
（
例
え
ば
オ
ハ
ヨ
）、
ま
た
は
漢
字
の
当
て
字

（
例
え
ば
人
名
と
し
て
の
華
盛
頓
）
な
ど
な
ど
に
振
り
仮
名
と
か
原
綴
り
が
な
く
、
読
者

は
往
生
し
ま
す
。
私
の
想
像
で
は
、当
時
の
一
般
の
人
々
に
も
難
し
か
っ
た
と
お
も
わ
れ
、

現
代
の
若
者
も
判
読
は
容
易
で
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
生
前
、
先
生
が
危
惧
な
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
書
物
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
り
捌
け
た
が
、
解
読
で
き
た
人
は
、
そ
う
多
く

は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
啓
蒙
書
と
し
て
申
し
分
な
い
書
物
な
の
で
、
ル
ビ
（
フ
リ

カ
ナ
）
を
付
け
て
欲
し
か
っ
た
、
と
い
う
発
行
当
初
の
投
稿
書
評
を
読
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
も
、
先
生
は
注
意
深
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
西
斑
牙
」
や
「
閣
龍
」
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
」、「
コ
ロ
ン
ビ
ッ
ス
」（
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
こ
と
）
と
、
そ

れ
ら
漢
字
の
左
横
に
フ
リ
カ
ナ
を
付
け
て
お
り
ま
す
ね
。
こ
の
慣
習
は
現
在
で
も
生
き
て

お
り
ま
し
て
、
難
読
・
難
意
の
言
葉
に
は
そ
れ
ら
の
右
側
に
フ
リ
カ
ナ
を
、
あ
る
い
は
続

け
て
括
弧
を
使
用
し
て
、
読
者
の
手
助
け
を
し
て
お
り
ま
す
。
原
綴
り
の
併
記
は
、
特
に

学
術
書
・
学
術
論
文
に
お
い
て
、
必
携
事
項
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
私
は
『
西
洋
事
情
』

の
書
名
をT

hings E
uropean and A

m
erican 

と
訳
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、

今
日
で
は
西
洋
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
り
ま
し
て
、
必
ず
し
も
「
ア
メ
リ
カ
」
が
入
っ

て
い
な
い
点
と
、
こ
の
書
物
の
初
編
の
巻
之
二
が
「
亜
米
利
加
合
衆
国
」
を
見
事
に
理
解

し
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
で
す
。
先
生
は
、
多
分
、
維
新
前
後
の
世
相
を
憚
っ
て
、

タ
イ
ト
ル
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
」
や
「
欧
米
」
色
を
意
識
的
に
除
い
た
事
情
も
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、T

hings W
estern 

（W
IK

IPE
D

IA

式
）
や C

onditions in the 
W

est 

（
ブ
リ
タ
ニ
カ
式
）と
い
う
訳
し
方
に
も
十
分
同
調
い
た
し
ま
す
。
敢
え
て
云
え
ば
、

実
学
・
科
学
技
術
・
社
会
施
設
・
機
関
・
産
業
に
力
点
を
お
け
ば T

hings 

が
相
応
し
く
、

政
治
・
社
会
・
文
化
に
力
点
を
お
け
ば C

onditions 

が
適
当
で
し
ょ
う
ね
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
少
々
、
自
己
紹
介
を
し
て
お
き
ま
す
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

小
生
は
、
上
州
群
馬
県
の
生
ま
れ
で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
え
た
後
約
十
年
ほ
ど
慶
應

義
塾
図
書
館
に
奉
職
し
、
使
命
を
得
て
イ
ン
タ
ー
ン
（
研
修
生
）
と
し
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

大
学
図
書
館
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
時
に
三
十
歳
代
初
め
、
一
九
七
四
年
の
出
来
事
で
し

た
。
こ
の
年
代
前
後
の
先
生
は
と
い
え
ば
、
幕
末
・
明
治
維
新
に
直
面
し
蘭
学
塾
を
慶
應

義
塾
と
命
名
し
た
り
、『
西
洋
事
情
』
を
書
き
始
め
た
り
し
て
本
格
的
な
啓
蒙
運
動
を
開

始
し
た
時
代
だ
っ
た
で
す
ね
。
私
の
場
合
は
派
遣
期
限
が
一
年
間
で
し
た
の
で
、
米
国
国
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内
旅
行
を
含
め
て
家
族
四
人
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、こ
と
も
あ
ろ
う
に
、

考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
現
地
で
日
本
の
職
場
を
辞
し
ア
メ
リ
カ
に
の
こ
り
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
し
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
専
門
職
と
し
て
本
採
用
に
な
り
、
こ
こ
で
も
約
十
年
間

頑
張
り
ま
し
た
。
幸
い
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
」
と
い

う
も
の
の
整
理
に
一
応
の
レ
ー
ル
を
敷
く
こ
と
が
出
来
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
、

日
本
に
里
帰
り
さ
せ
、
学
会
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
屑
ら
し
き
も
の
・
謄

写
版
出
版
物
・
原
稿
・
校
正
刷
り
・
英
文
翻
訳
も
の
、
ペ
ラ
ペ
ラ
も
の
、
と
い
っ
た
資
料

に
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
い
っ
た
立
場
か
ら
注
目
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
と
作
業
が
、
そ

の
後
の
私
の
仕
事
上
の
人
生
の
原
点
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
後
、
こ
の
成
績
の
お
陰
で
シ
カ
ゴ
大
学
図
書
館
に
招
聘
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
先
生
も
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
シ
カ
ゴ
の
街
は
、
あ
の
歴
史
上
の
「
大
火
」
か

ら
立
ち
上
が
り
、
文
化
・
産
業
・
学
術
の
大
都
市
と
し
て
繁
栄
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
勤

務
先
の
シ
カ
ゴ
大
学
（
私
立
大
学
）
を
、
私
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
機

関
と
し
て
信
奉
し
て
お
り
ま
す
。
良
い
仕
事
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
に
『
初
期

在
北
米
日
本
人
の
記
録
』
の
復
刻
出
版
事
業
も
含
ま
れ
、
そ
の
中
に
先
生
の
名
作
『
西
洋

事
情
』
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、ま
さ
に
「
恩
寵
の
光
」
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
の
日
米
交
流
一
五
〇
周
年
記
念
祭
に
は
外
務
大
臣
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。
こ

の
光
を
心
の
な
か
の
太
陽
と
し
て
、
自
分
を
照
ら
し
、
後
輩
を
見
守
る
べ
く
こ
の
先
も
頑

張
っ
て
行
き
ま
す
。
何
卒
、
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　 

敬
具

二
〇
一
一
年
七
月
十
一
日

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
図
書
館
学
科
第
十
三
期
生
　〈
昭
和
三
十
九
年
度
（
昭
和
四
十
年
三

月
卒
業
）〉・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
生
（
昭
和
四
十
七
年
）・
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
図
書
館
・
情
報
学
専
攻
課
程
修
了
生
（
昭
和
四
十
九
年
）
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『西洋事情』初編　三　再刊
の表紙・乱文字は組み合わせ
ると「慶應義塾蔵版」となる。
本文の「終」以降に印刷面な
し。刊行年代不詳。金粉装。

『西洋事情』外篇を束ねて売
り捌いた際の包装紙表側。「慶
應三年丁卯季冬」とあるから
明治維新直前の出荷となった
模様。



　

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
に
当
た
り
、
海
外
か
ら
の
参
列
者
も
含
む
大
勢
の
関
係
者
と
共
に
、
こ
の
記
念
式

典
に
臨
む
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
は
そ
の
創
設
者
、
福
沢
諭
吉
が
今
か
ら
一
五
〇
年
前
の
安

政
五
年
、
一
八
五
八
年
に
江
戸
に
蘭
学
塾
を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
蘭
学
塾
が
開
か
れ
た
一
八

五
八
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
誠
に
重
大
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
本
は
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
年
に
わ
た

り
鎖
国
政
策
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
が
、
嘉
永
六
年
、
一
八
五
三
年
に
来
航
し
た
米
国
艦
隊
の
ペ
リ
ー
提
督
と

の
交
渉
の
結
果
、
も
は
や
そ
の
政
策
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
米
、
英
、
仏
、
露
、
蘭
の
五
か
国

と
修
好
通
商
条
約
を
結
び
、
開
国
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。
一
八
五
八
年
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
を
調
印

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
開
国
支
持
者
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
勢
力
が
争
う
中
で
の
、
厳
し
い
出
発
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
難
な
状
況
の
中
で
、
世
界
と
情
勢
と
文
物
を
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
じ
て
学
ん
で
い
た

人
々
が
、
開
国
し
た
日
本
を
支
え
る
上
に
、
重
要
な
役
割
を
果
し
ま
し
た
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
福
沢
諭
吉
は

そ
の
一
人
で
あ
り
、
著
作
物
を
通
じ
、
ま
た
慶
應
義
塾
の
教
育
を
通
し
て
、
わ
が
国
の
人
々
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
日
本
は
修
好
通
商
条
約
調
印
か
ら
三
十
一
年
に
し
て
、
大
日
本
帝
国
憲
法
を
発

布
し
、翌
年
に
は
第
一
回
帝
国
議
会
を
開
く
ま
で
に
近
代
国
家
と
し
て
の
制
度
を
整
え
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
平
和
な
鎖
国
時
代
に
国
民
が
文
化
を
享
受
し
、
国
民
の
識
字
率
も
高
い
状
態
に
あ
っ
た
と
は
申
せ
、
こ
の

よ
う
に
短
期
間
に
国
が
発
展
し
た
影
に
は
、
当
時
の
志
あ
る
人
々
が
、
い
か
ば
か
り
努
力
し
た
か
の
思
い
を
深

く
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
慶
應
義
塾
は
、今
日
ま
で
、福
沢
諭
吉
の
教
え
で
あ
る
「
独
立
自
尊
」
の
精
神
の
基
に
、

我
が
国
の
各
分
野
に
お
い
て
、
国
の
発
展
と
国
民
の
幸
せ
に
貢
献
す
る
多
く
の
人
々
を
育
て
、
ま
た
、
文
化
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
な
ど
国
際
交
流
に
も
意
を
用
い
て
き
ま
し
た
。
今
日
、

我
が
国
は
、
幾
多
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
も
慶
應
義
塾
が
、
国
の
内
外
で
活
躍
す
る
人
材
を
数
多
く

育
て
、
送
り
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
創
立
一
五
〇
年
と
い
う
、
こ
の
喜
ぶ
べ
き
節
目
の
年
に
当
た
り
、

慶
應
義
塾
と
我
が
国
の
歴
史
を
併
せ
て
顧
み
、
塾
の
関
係
者
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
の
歩
み
に
お
い
て
も
、
教

育
に
、
研
究
に
、
更
な
る
力
を
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

〈
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
・
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
式
典
・
平
成
二
〇
年
十
一
月
八
日
（
土
）・
慶
應
義

塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
参
考
文
献
お
よ
び
情
報

　

朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル･

読
売
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館･

雑
誌
記
事
索

引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
集
成
・「
福
翁
は
筆
ま
め
に
ご
ざ
候

―
残
る
書
簡
二
五
〇
〇
通
、
公
平
無
私
な
人
柄
浮
き
彫

り
」（
坂
井
達
朗
・『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
九
年
十
二
月
十
四
日
）・「
家
法
に
映
る
福
沢
諭
吉
の
心

―
近
江

商
人
の
旧
家
に
残
る
書
簡
・
写
真
」（
藤
堂
泰
脩
・『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
四
年
三
月
九
日
）・「
福
沢
諭
吉
の

教
え
（
遠
み
ち
近
み
ち
）」（
森
一
夫
・『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
十
八
日
）・「
ユ
ー
モ
ア
の
人
、
諭

吉
」（
福
沢
武
・『
福
澤
手
帖
』
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
・
第
一
四
六
号
・
二
〇
一
○
年
九
月
）・「
小
泉
信
三
の
時

代
」（
写
真
集
・『
週
刊
新
潮
』
二
〇
〇
八
年
五
月
）・『
西
洋
事
情
』
初
版
・「
福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介
（
福

沢
諭
吉
書
簡
）」（『
近
代
日
本
研
究
』
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
・
第
二
十
六
巻
・
二
〇
○
九
年
度
・
二
〇
一
〇
年

二
月
）・『
晩
年
の
福
澤
諭
吉

―
福
澤
書
簡
に
見
る
日
清
戦
役
の
世
情
と
「
老
余
の
煩
脳
」

―
』
小
室
正
紀
／

松
崎
欣
一
（
共
案
）・
慶
應
義
塾
経
済
学
会
・
経
済
学
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
第
七
号
・
二
〇
〇
五
年
十
月
三
十
一
日
）・

「" O
f the A

bsolute R
ights of Individuals"  Fukuzaw

a on B
lackstone.

」By A
lbert M

. G
raig 

『
近
代
日
本
研
究
』

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
・
第
二
十
六
巻
・
二
〇
〇
九
年
度
・
二
〇
一
〇
年
二
月
〈pp. (1)250-(21)230

〉・
そ
の

他
の
英
文
関
連
書

★　

慶
應
義
塾
の
慣
わ
し
に
よ
り
、
福
沢
先
生
以
外
の
塾
関
係
者
は
原
則
的
に
「
君
」
を
も
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
し

た
。「
福
澤
」
と
「
福
沢
」
表
記
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
中
心
主
義
で
使
い
分
け
ま
し
た
。


